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[3]光誘起力による非平衡結晶の生成

水溶液のみで
会合体の吸収増加

ポリマー膜では
吸収増加なし
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研究グループは光誘起力によって室温の水
中の1 nmのサイズの分子を集合させ、平衡状

態では存在しない会合数や分子配置の分子
会合体を生成。しかもこの応答は、室温の激
しい分子の熱運動の大きさに対して、光の圧
力による効果から予想されるよりも4桁も大き

な生成効率で起こっていることがわかった。こ
の観測は、分子の会合状態の変化を吸収ス
ペクトルの変化で追跡する方法で初めて可能
になった。この研究成果は、世界で初めて、光
誘起力が平衡状態に向けて結晶化を加速す
るだけの役割でなく、平衡状態で存在できな
い結晶状態を作成することに使えることを実
証。この観測方法を使えば、室温の溶媒中で
未知の分子やイオンの集合状態を観測するこ
とで、結晶化のメカニズムの解明や新しい分
子会合状態の作成に貢献できると考えられる
。

光の輻射圧（勾配力）で分子を集合させる
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倍も高効率に生成ない会合体を熱平衡状態では存在し
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「サイズが1nm程度の分子

やイオンは、分極率体積
が小さいため、勾配力ポテ
ンシャルは室温の熱エネ
ルギーより何桁も小さく、
光の勾配力のみで分子や
イオンを集合させることは
できない」
という常識を破る観測結果


